
5 月 27 日
～

5 月 28 日 月 日

外部委員：江戸委員　→　森岡委員
内部委員：松本委員　→　大田委員

２．2023年度総括・2024年度方針（案）が提案され確認された。

＜2023年度検討実績＞

： ：

会場 月 日 曜日

No.1

治験審査委員会　議事録 日付
上部委員会

承認印

出席者
下線は欠席

内部委員：中江医師、小田医師、松浦医師、東（専）、大田（専）、西嶋（専）、會野（専）、
              端（非専）、大平（非専）、大江（非専）
外部委員：高宮、森岡、森下、大下、三好

目的
治験並びに臨床研究が科学的・倫理的に正しく実施できているか審
査する

開催日 2024年
時間 16:30 17:00
会場 ホールA

成立要件
①委員総数の過半数　②医師委員1名以上　③非専門委員1名以上　④外部委員1名以上
採決は審議に参加した委員全員の合意を原則とする

議事録作成者： 東 作成日： 上部委員会提出日：

内容

１．委員交代　　下記確認された

臨床研究
臨床研究　（一部変更）

決議事項
（記載必須）

１．委員交代の確認

２．2023年度総括・2024年度方針　の確認

要望・提案
起案事項 　

上部委員会 承認する 下記条件付きにて承認 不承認

次回開催予定

適応外使用

0件
1件
3件

①
②③④

③くも膜下フェノールブロックにおける院内製剤　10％フェノールグリセリンの適応外使用
④クエチアピン坐剤（院内製剤）の使用

②無水エタノール注®を使用した神経叢ブロック

①Ramucirumab抵抗性進行胃癌に対するramucirumab+Irinotecan併用療法の
　インターグループランダム化第Ⅲ相試験（RINDBeRG trial）



2023年度総括・2024年度方針については特にご意見無く承認された。

中江委員長からOGSG1602試験は論文化され、,RINDBeRG試験の結果もASCOで発表され論文化される状況を
報告された。

No.2

治験審査委員会　議事録


